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HOP独自の学習方式「添削学習」とは？



「添削学習」とは、「集団講義」と
も「個別指導」とも異なる、第３の
学習方式です。
以下では、「添削学習」の３つの特
長をお伝えします。

�どもたちが各々のペースで��を�め、それを�師がサポート

「添削学習」では、子どもたちが各々のペースで学習を進めます。教材はHOP独自
のものをプリント形式にして使用し、１枚ずつプリントを提出してもらい講師が丸つ
けします。質問があれば当然対応しますが、学習は「７割分かるけど３割分からな
い」ぐらいがストレスなく進められるため、子どもたちの学力に合わせて教材を決定
します。

No. 01

セクションごとに�かく��テストを��

学習を進める上で注意したいのは、「分かった（覚えた）つもり」になることです。
本当に分かっているか、覚えたかどうかを確認するために、HOPではセクションご
とに細かく小テストを実施し、学習内容が定着しているかどうかを計ります。

No. 02

⽉から金まで�⽇開�、いつ・何度きてもOK
子どもによって学力や理解度は異なります。ある子にとっては30分で理解できる内
容も、他の子には１時間かかるかもしれません。このとき、学習時間に制限をかけ
ず、その子が納得するまで学習させてあげることが重要になります。そこでHOPで
は、「添削学習」を月曜から金曜まで毎日開講し、いつ・何度来ても料金が変わらな
いようにしています。
※「集団講義」「個別指導」はこの限りではありません。

No. 03
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02. 個別指�の��・��

����が�えてくれるから、��に�するハードルが下がる

学習を行う上で最も重要なのは「始めやすく、続けられること」です。特に勉強が苦
手な子にとって、人が前に立って口頭で教えてくれる「集団講義」は非常に合理的で
す。これだけで学習のハードルは大きく下がります。

�����の�⼒���には�果が�い

逆に言えば、勉強が得意な子にとっては、しつこく何度も同じところを繰り返すよう
な授業は退屈ですし、もっと難しい問題にチャレンジする機会が損なわれます。ま
た、極端に学力が低い子にとっては内容が難しく、授業の効果があまりありません。
集団講義の効果が高いのは、その授業が対象とする学力層に限られるのです。

����からないところをピンポイントで�えてくれる

個別指導は、講師１名につき生徒が１～４名程度です。したがって、扱う分野や内
容・難易度をより本人に合わせやすくなります。また、講師とコミュニケーションを
取りやすいため、勉強が苦手な子にも十分なモチベーションになりえます。

����⼒が�いと�むペースが��に�い

集団講義についていけない子にとって、個別指導は非常に魅力的に映ります。しか
し、個別指導は授業料が高額であることが多いため、１科目につき週１～２が限界で
す。また、講師が内容を一から説明する場合も少なくないため、学習ペースも上がり
ません。したがって、学校の授業からますます遅れ、悪循環に陥ります。

�団�義の��は「０→１」、�削��は「１→１０」
これは、集団講義や個別指導が悪いわけではなく、そもそも添削学習とは役割が異なるので
す。「何も知らない・分からない」状態を０、「完璧に分かった」状態を１０とすると、集
団講義や個別指導は「０→１」に、添削学習は「１→１０」にするのにそれぞれ向いていま
す。したがって、特段「０→１」に困っていない子にとっては「添削学習」がとても重要な
のです。



当時中２だったAさんは、一斉講義型の塾に通っていました。しかし予習・復習など
は一切せず、ただ授業を受けるだけの日々。母親の勧めもあり、中３の１学期から
HOPに通うことになったのですが、そこには教材を解きっぱなしにすることなく最
後まで解き切る生徒や、能動的に学習を進めていく生徒の姿がありました。感銘を
受けたAさんは、添削学習にて教材をどんどん進めることにしました。すると、80
番台（約220人中）だった成績はみるみるうちに上がりはじめ、夏休み明けテスト
では８位にまで上昇。その後の診断テストでも200点台を連発（最高は217点）。つ
いには２学期の成績がオール５になりました！そして迎えた高校受験、夏休み前に
は夢のまた夢だった高松第一高校に見事合格したのです！

03. 「�削��」フル活⽤で
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80��だった順�が１桁、��は200点��発、そしてオール５�

Bさんは、それほど勉強の要領が悪いタイプではなかったため、中１・中２の定期テ
スト平均順位は40位（約220人中）でした。しかし、逆に言えば、そこから成績が
上昇するわけでもなく、停滞した状態が続いていたのです。そんな中、たまたま多
めに勉強にしたテストの結果が良かったことから「やっぱり量をこなすことが大事
なんだ」と気づき、それ以降は毎日添削学習に参加するようになりました。する
と、成績は右肩上がりで伸び続け、ついには中３の２学期末テストで１位を取るま
でになりました！

40��だった順�が、中３の２�期末テストで１�に�

中１からHOPに通っていたCさんは、体調などの面で学校を休むことがしばしばあ
り、勉強に対してもそれほど積極的ではありませんでした。中２になってもその状
況はあまり変わらず、中２までの定期テスト平均順位は65位（約120人中）でし
た。しかし、HOPの土曜の補習（P6で後述します）に参加するようになってからは
HOPの同学年の生徒とも仲良くなり、一緒に勉強することで積極性が増していきま
した。すると、学校にも通えるようになり、定期テストは33位まで上昇。第１回診
断テストでは合計で107点だったのが、最後の総合１回、２回ではどちらも145点を
取るまでになったのです！

120�中65�だった順�が33�に、��は107点→145点に�



「国�」は⽣徒主体の��がむずかしい�科

「国�」の�⼒上昇で�きる、�くべき�果

オプション��「中�国�」やってます

HOPの「添削学習」は、主要５教科のうち「英数理社」には非常に効果が高いので
すが、唯一「国語」には効果があまり期待できません。それは、国語が「生徒主
体」の学習方式をとりにくい教科だからです。
特に難しいのは、「読解力」や「記述力」、そして子どもたちに必要な一般教養を
身につけさせることで、これには講師が前に立って、直接指導する必要があります
（「個別指導」でも指導自体は可能ですが、大手の個別指導塾でこれらを完璧に指
導できるレベルの講師はまずいません）。

04. �⼀「�削��」が�⽤しな
い�科とは�
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「国語」とはいわゆる「日本語の勉強」で
す。その点では、「国数理社英」をバラバラ
にみることはできず、問題文の読解、答案の
作成、英文を和訳した時の語彙力など、すべ
ての面において「国語」は必要不可欠です。
逆に言えば、「国語」の学力が上昇すること
で上記の問題のほとんどは解決します。した
がって、「英数理社」を添削学習で学びなが
ら、それと同時に「国語」の学習を行うこと
が学力向上のための最善策と言えます。

以上の観点から、HOPでは５教科を完全にサポートするため、オプション講座とし
て「中学国語」を月２回土曜日に行っております。
担当するのは、瓦町にある予備校「濱川学院 ～Hammer Academy～」の学院長で
もあり、国語・英語（さらには社会まで）を指導している濱川武明講師です。大学
受験はもちろん、社会人になっても使える一般教養も指導できる濱川講師が、中学
生の段階で必要な知識・教養、さらには読解力を身につけさせる講座です。



HOPでは、子どもたちが楽しく学べるように、２
つの要素を指導の根幹としています。

１つ目は、「勉強のハードルをなるべく下げるこ
と」です。それは、「添削学習」で教材の難易度
を調節したり、集団講義や個別指導、定期テスト
対策などで「なるべく１人で勉強しない」状況を
作ったりすることで実現可能です。

1982年生まれ
香川県立高松西高等学校卒業
慶応義塾大学経済学部卒業
株式会社三井住友銀行、県内大手予備校勤務を経て、
2016年太田上町にHOPを立ち上げる

05. HOPで�の�����を
⽬指してみませんか�
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宮池 誠（みやいけ まこと）
将来展望型学習塾HOP　中学主任

香川で１番のムキムキ英語講師を目指してます！

サイトはこちら↓

２つ目は、「何でも話せる『ななめ上』の存在をつくること」です。中学生の子ども
たちには、親のような「真上」の存在や友人のような「真横」の存在には打ち明けに
くい、職業や進路に関する特有の悩みがあります。 しかし、これらが勉強のモチベー
ションになる可能性は十分にあるため、彼らにとって何でも話せる「ななめ上」の存
在は大変重要です。
そこでHOPでは、講師の控室（本館１階）を「自習室」として開放し、平日はもちろ
んですが、土曜日は朝９時から１８時まで、いつでも出入り可能としております。 
これにより、物理的にも心理的にも子どもたちと講師の距離は縮まっています。ま
た、時間割を区切り、集中と緩和のメリハリをつけておりますので、学習環境として
も最適です。

HOPで、私たちと一緒に夢の志望校合格を目指してみませんか？


